第16回　精神地域支援サービス管理運営会議録

と　き：H18.7.26　　　　14:00～15:00

ところ：本部2階会議室

出席者：村田I.O.O.・江刺家I.O.O.

秋山G.O.M.・清水G.O.M.・長谷部G.O.M.

佐藤ガバナーC.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（欠席者：C.E.O.・玉田I.O.O.・金子I.O.O.・馬渕）

記　録：北村

議題

1：ウルスラ高校体験実習について

2：第13回あすなろ交流会企画について

3：青風荘避難訓練について

4：県立保健大実習について

5：役職者納涼会について

1：ウルスラ高校体験実習について

· ウルスラ高校の依頼待ち（文書がきていない状態）
→まず企画書作成後、添付して講義のための資料を揃えること。

2：第13回あすなろ交流会企画について

· 参加者→NPO・ボランティアなどで40名。

· バス会社→東北都市交通　8万円（みちのく有料代金込み）

· 他のバス会社・・・三八五、南部ともに8万9千円くらいとなっている

· 一人あたりの代金→2,000円＋500円（弁当）＝2,500円

→人数増員等により安くなる可能性がある

3：青風荘避難訓練について

· 実施日：7/22（土）10:10～11:15　訓練所要時間→4分40秒

· 青山荘の防火管理者の登録者を変更すること→青山荘スタッフで検討

· 緊急時の日誌・名簿などについての持参しなければならない記録物はまとめてカートなどに入れておくようにする（全施設）

· 担架の使用について

→担架不足が予想されるので、長テーブルを緊急時に使用しても良いのではないか。

　＊　阪神・淡路大震災のときには長テーブルを活用していた

· 防災本部がない状態なので防災本部の設置をしたほうが良いのでは。

· 緊急時におけるI.O.O.クラスの鍵の管理（防災本部）

· 火災だけではなく、防災意識を考えて訓練を行うべきである。

· 医療界の防災システム管理を整備する→過失を取られないような防災対策・システムに努める。

· 不明な部分があるので防災委員会との連携を取ること。

４：県立保健大実習生について

· 石岡さん本人が事前訪問→7/28。

· 実習の狙いとして→実習生の実習プランに合わせながら進行させていく。

· 壬生さんと共にプラン作成をしてはどうか。

５：8/8（火）役職者納涼会について

· 各G.O.M.は自己紹介などの内容を考えておくこと。

· 事前に２次会の準備をする→人数・場所・時間。

· 先生方にも参加してもらえるようにする。

